
城　北　同　窓　会　報（1） 平成２０年３月１５日

　

私
が
会
長
に
選

任
さ
れ
て
や
が
て　

ヶ
月
に
な
り
ま

１０

す
。
最
初
の
理
事
会
で
、２
年
間
の
展

望
を
理
事
諸
氏
に
お
話
し
ま
し
た
。そ

し
て
、
現
段
階
で
は
、
必
要
と
考
え
ら
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平
成　

年　

月　

日
（
土
）
午

１９

１０

２７

後
、
学
園
内
に
於
い
て
、
臨
時
常

任
幹
事
会
が
開
か
れ
た
。
出
席
者

総
数　

名
。
新
会
長
の
鐵
野
氏
が

３２

常
任
幹
事
会
の
活
性
化
を
目
的
と

し
て
要
請
し
た
初
の
臨
時
会
議
で

あ
っ
た
。（
写
真
左
）

　

会
議
は
理
事
会
運
営
に
関
わ
る

質
疑
が
多
く
提
起
さ
れ
、
新
会
長

の
狙
い
と
し
た
活
性
化
の
為
の
ア

イ
デ
ィ
ア
や
方
策
等
は
煮
詰
ま
ら

ず
、
今
後
に
十
分
検
討
さ
れ
る
こ

と
が
約
束
さ
れ
た
。

　
　

名
の
出
席
者
は
、
鐵
野
善
資

３２
新
会
長
他
３
名
の
副
会
長
、監
事
、

幹
事
長
、
副
幹
事
長
２
名
、
新
任

副
幹
事
長
２
名
、
理
事
７
名
、
新

理
事
１
名
と
、
左
記
の
常
任
幹
事

の
方
々
で
あ
る
。

　

出
席
常
任
幹
事

杉
崎
完
夫（
旧
２
回
生
）　

海
老
利
喜

雄（
旧
２
回
生
）　

小
野
澤
知
治（
４
回

生
）　

矢
田
英
明（
４
回
生
）　

道
正
太

郎（
５
回
生
）　

岩
崎
定
良（
６
回
生
）

渡
邊
幸
雄（
７
回
生
）　

中
山
晏（
７
回

生
）　

木
村
文
雄（
７
回
生
）　

恩
田
正

春（
７
回
生
）　

高
野
昭
夫（
８
回
生
）

　

関
根
忠
夫（
９
回
生
）　

藤
巻
英
雄

（　

回
生
）　

小
宮
仁（　

回
生
）　

飯

１２

３０
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昨
年
６
月
の
定
時
総
会
以
後
、
こ
れ
ま

で
７
年
間
会
長
を
務
め
ら
れ
た
杉
崎
完

夫
氏
（
旧
２
回
生
）
か
ら
、
鐵
野
善
資
会

長
（
７
回
生
）
に
体
制
が
変
わ
っ
て
、
同

窓
会
は
益
々
活
性
化
に
拍
車
が
か
か
っ

て
い
る
。
そ
の
成
果
は
本
誌
記
事
を
ご
覧

に
な
っ
て
も
お
判
り
で
あ
ろ
う
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
総
会
の
大
き
な
テ
ー

マ
は
８
項
目
に
渡
り
、
冒
頭
に
も
述
べ
た

会
長
交
代
人
事
を
は
じ
め
、
学
校
と
の
協

調
性
を
た
か
め
る
大
町
山
荘
改
修
資
金

助
成
並
び
に
募
金
活
動
、
更
に
は
近
藤
薫

明
先
生
記
念
奨
学
基
金
の
始
動
、
そ
し
て

活
性
化
へ
と
導
く
規
約
の
大
改
正
と
い

長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
な
お
、

大
町
山
荘
改
修
資
金
助
成
に
関
連

し
て
学
園
か
ら
設
計
を
委
託
さ
れ

て
い
る
宮
崎
均
氏
（　

回
生
）
か

２５

ら
パ
ネ
ル
等
を
用
い
て
の
改
修
の

内
容
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
杉

崎
会
長
か
ら
改
修
資
金
と
し
て
同

窓
会
か
ら
５
０
０
０
万
円
を
提
供

す
る
こ
と
の
同
意
が
求
め
ら
れ
全

員
の
賛
同
を
得
た
。

　

⑤
近
藤
薫
明
奨
学
基
金

　

杉
崎
会
長
か
ら
説
明
。
学
校
の

理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
評
議
委
員

会
で
決
定
、９
月
１
日
よ
り
実
施
。

　

⑥
平
成　

年
度
予
算

１９

霖
戸
川
副
会
長
よ
り
説
明
。

大
町
山
荘
改
修
助
成
金
５
０
０
０

万
円
を
差
し
引
い
て
、繰
越
金
は
４

千
６
６
７
万
７
６
５
円
と
な
る
。

　

⑦
同
窓
会
規
約
改
正

　

全
員
の
賛
同
を
得
て
、
杉
崎
会

長
よ
り
発
効
宣
言
が
な
さ
れ
た
。

　

質
疑
応
答
の
あ
と

　

⑧
会
長
人
事
に
つ
い
て
、
遠
藤

隆
司
副
会
長
（
７
回
生
）
よ
り
鐵

野
善
資
（
て
つ
の
よ
し
す
け
）
氏

へ
の
会
長
推
薦
の
辞
が
あ
っ
て
、

全
員
の
拍
手
に
よ
っ
て
承
認
さ

れ
、
杉
崎
会
長
の
勇
退
と
共
に
会

長
職
の
バ
ト
ン
が
鐵
野
氏
へ
手
渡

　

本
年
度
の
城
北
学
園
同
窓
会
の

定
時
総
会
は
、６
月
２
日（
土
）本

校
大
講
堂
に
お
い
て
２
５
０
余
名

が
参
集
、盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
佐
藤
武
久
幹
事
長

（
９
回
生
）
の
司
会
で
杉
崎
完
夫

会
長
、
帖
佐
正
雄
学
校
長
、
加
藤

健
治
学
園
長
、
下
島
弘
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
順
で
挨
拶
が
行
わ
れ
、
先
の

４
月　

日
の
常
任
幹
事
会
で
採
択

２８

さ
れ
た
議
案
が
順
次
説
明
さ
れ
全

員
一
致
で
議
決
さ
れ
た
。

　

①
平
成　

年
度
事
業
お
よ
び
活

１８

動
報
告

　

②
平
成　

年
度
決
算
報
告

１８

　

③
監
査
報
告

　

上
記
３
議
案
に
つ
い
て
は
一
括

審
議
が
な
さ
れ
た
。
①
に
つ
い
て

は
吉
田
正
美
副
会
長
（
８
回
生
）

か
ら
配
布
資
料
に
基
づ
き
報
告
さ

れ
、
②
に
つ
い
て
は
霖
戸
川
睦
人

副
会
長
（　

回
生
）
よ
り
同
じ
く

１３

配
布
資
料
に
基
づ
き
報
告
さ
れ
た

（
４
頁
参
照
）。
次
い
で
、森
田
健

監
事
（
４
回
生
）
よ
り
収
支
報
告

書
が
相
違
な
い
旨
の
会
計
監
査
報

告
が
行
わ
れ
た
。

　

④
平
成　

年
度
事
業
お
よ
び
活

１９

動
計
画

　

配
布
資
料
に
基
づ
き
吉
田
副
会

さ
れ
た
。

　

新
会
長
の
第
一
声
は
、
本
会
で

議
決
さ
れ
た
こ
と
の
重
大
性
が
述

べ
ら
れ
、
偏
に
本
会
の
活
性
化
が

力
説
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
、
地
下
大
食
堂
で
懇
親

の
宴
が
も
た
れ
た
。（遠

藤
隆
司
記
）

　

昭
和　

年
竣
工
以
来
、
城
北
学

４０

園
の
根
幹
と
成
す
城
北
魂
の
涵
養

及
び
日
常
生
活
の
最
も
大
事
な
基

盤
を
修
得
す
る
場
と
し
て
建
設
さ

れ
た
山
荘
も
齢
す
で
に　

数
年
。

４０

　

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生

ま
で
の
特
定
さ
れ
た
幾
つ
か
の
学

年
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

実
施
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

校
訓
と
さ
れ
る「
着
実
・
勤
勉
・

自
主
」の
３
訓
を
体
験
し
、訓
練
す

る
場
と
し
て
は
誠
に
地
の
利
を
得

た
素
晴
ら
し
い
緑
の
自
然
環
境
の

中
に
あ
り
、ま
た
黒
部
ダ
ム
を
始

め
と
す
る
各
種
の
近
代
的
建
造
物

野
恵
樹（　

回
生
）　

岡
地
優
司（　

回

３２

３８

生
）　

渋
谷
隆
之（　

回
生
）　

吉
田
陽

５３

一（　

回
生
）　　
　
　
（
佐
藤
武
久
記
）

５５

　

冒
頭
、
先
ず
こ
の
度
の
大
町
山

荘
改
修
に
際
し
て
、
同
窓
会
の
皆

様
か
ら
後
輩
諸
君
の
た
め
に
ご
支

援
ご
協
力
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
を

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
ご
縁
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。「
関
わ
り
合
い
」
や
「
ゆ
か

り
」
を
意
味
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

人
生
で
最
も
多
感
な
青
春
時
代

を
、
共
に
城
北
学
園
で
学
び
尊
い

師
に
出
会
い
、
多
く
の
優
れ
た
友

と
の
繋
が
り
を
得
て
、
そ
れ
は
金

銭
に
は
換
え
ら
れ
な
い
生
涯
の
財

産
で
あ
り
、ま
さ
に「
ご
縁
」で
す
。

　

こ
の
ご
縁
を
共
有
す
る
仲
間
が

今
や
３
万
人
を
超
え
、
城
北
学
園

同
窓
会
が
益
々
ご
発
展
を
遂
げ
て

お
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

城
北
学
園
の
特
性
は
、
年
代
は

違
っ
て
も
、
皆
が
同
じ
建
学
の
精

神
と
教
育
理
念
の
下
で
、
永
年
勤

続
さ
れ
る
同
じ
先
生
に
学
ぶ
、
そ

ん
な
共
通
体
験
が
、
恰
も
一
家
に

お
け
る
兄
弟
の
様
に
先
輩
と
後
輩

を
結
ぶ
強
い
絆
と
な
っ
て
、
幾
世

代
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く
連
綿
と

続
き
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
参
加
す

る
こ
と
が
憧
れ
で
あ
り
誇
り
で
あ

り
、
何
よ
り
の
魅
力
な
の
で
す
。

　

ま
さ
に
私
立
校
と
い
う
集
団

は
、
学
び
を
テ
ー
マ
に
集
う
血
縁

的
な
親
身
な
関
係
で
結
ば
れ
た
共

同
社
会
・
準
拠
集
団
で
あ
り
ま
す
。

　

お
互
い
に
こ
の
ご
縁
を
何
時
ま

で
も
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

皆
様
の
ご
健
闘
切
に
祈
り
ま
す
。

等
の
見
学
が
容
易
に
叶
う
絶
好
の

地
で
も
あ
り
ま
す
。が
、山
荘
の
傷

み
は
今
後
の
継
続
使
用
に
は
耐
え

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

学
園
創
立　

周
年
記
念
事
業
の

６５

一
環
と
し
て
始
め
ら
れ
た
山
荘
の

改
修
工
事
も
完
成
間
近
で
す
。

　

昨
年
の
同
窓
会
総
会
に
於
い
て

承
認
さ
れ
た
山
荘
改
修
募
金
の
現

在
状
況
を
報
告
し
、
更
な
る
募
金

協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

（
平
成　

年
１
月　

日
現
在
）

２０

１９

募
金
総
額　

￥
４
、
４
３
２
、
０

０
０
円　

総
人
数　

５
５
９
名

（
佐
藤
武
久
記
）

今
年
の「
定
時
総
会
」の
お
知
ら
せ

　

日　

時　

平
成　

年
６
月
７
日（
土
）　

午
後
３
時　

分
よ
り

２０

３０

　

会　

場　

城
北
学
園　

講
堂

第
８
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
の
ご
案
内

場
所‥

城
北
学
園
地
下
大
食
堂

総
会
終
了
後
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

鐵
野
体
制
に
な
っ
て
活
性
化
に
拍
車

　
　

年
６
月
２
日　
は
２
５
０
余
名
が
参
集

１９
定
時
総
会
と
第
７
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
は
成
功
裏
に
終
了

2007年総会風景上と下は新会長挨拶

っ
た
重
大
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

すき焼  しゃぶしゃぶ  フランス料理

鐡　　寅
明治10年創業

代表取締役　鐡闢秀夫
（９回生）

〒350-0062 川越市元町1-9-3 
TEL 049-222-0102 FAX 049-224-8055

よし
とら

Total fashion shop

　
北村 實
（16回生）
㈲キタムラ靴店

〒174-0071 東京都板橋区常盤台4-31-3
TEL 03-3933-3766（上板橋北口正面）

24時間御用命承ります

八光運輸株式会社
代表取締役　関根忠夫

（９回生）
〒174-0046  東京都板橋区蓮根3-21-1
TEL 03-3960-7683㈹ 休日・夜間 03-3961-8181
FAX 03-3960-7561 携帯 080-6556-3548

　ベーカリーサンコー
　三興製パン㈱

代表取締役　竹宇治登志雄
（36回生）

〒174-0076　東京都板橋区上板橋2-31-16
南口商店街　TEL 03-3933-0827

（本社）〒174-0076　東京都板橋区上板橋1-17-21
TEL 03-3933-1673　FAX 03-3933-2371

学割もございます
大小ご宴会にどうぞ

　ニュー上海
〒174-0076 東京都板橋区上板橋2-35-13

南口名店ビル2F
TEL 03-3931-2381

中国
料理

『
大
町
山
荘
改
修
資
金
募
金
の
経
過
報
告
』

会長
挨拶

新
会
長
の
要
請
で
臨

時
常
任
幹
事
会
の

開
催（　

月　

日
）

１０

２７

同
窓
会
の
活
性
化
を
目
指
し
て

会
長　

鐵
野　

善
資（
７
回
生
）

ご
縁
を
何
時
ま
で
も
大
切
に

理
事
長　

薗
口　

穰

理事長
挨拶

　

平
成　

年
に
入
っ
て
、
３
人
の

２０

新
し
い
理
事
、谷
本
秀
男
氏（　

回
１０

生
）
多
昌
英
成
氏
（　

回
生
）
と

１９

大
澤
一
司
氏
（　

回
生
）
が
理
事

３３

会
で
承
認
さ
れ
た
。
尚
、
か
つ
て

理
事
で
あ
っ
た
道
正
太
郎
氏
（
５

回
生
）
と
石
橋
武
典
氏
（
７
回
生
）

の
再
就
任
を
要
請
中
で
あ
る
。

れ
る
事
項
か
ら
検
討
し
、で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
実
行
し
て
い
ま
す
。昨
年　

月
１０

末
の
臨
時
常
任
幹
事
会
で
、同
窓
会
運

営
に
つ
い
て
の
構
想
を
お
話
し
、ご
意

見
･
ご
提
言
等
も
伺
い
ま
し
た
。

　

常
任
幹
事
会
が
今
後
の
同
窓
会
全

体
の
活
性
化
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
従
来
の

同
窓
会
で
は
、年
齢
の
比
較
的
高
い
方
々

が
集
ま
る
も
の
と
感
じ
ら
れ
て
き
た
と

考
え
ま
す
が
、
今
後
は
、
す
べ
て
の
年
度

会
が
、毎
年
、定
期
的
に
開
催
さ
れ
、同

窓
会
員
各
位
が
年
に
一
度
の
総
会
、
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
の
機
会
に
、
年
度
を

超
え
た
交
流
の
輪
を
広
げ
ら
れ
た
ら
と

い
う
の
が
、私
の
根
本
構
想
で
す
。

　

新
し
い
同
窓
会
規
約
に
基
づ
き
、常

任
幹
事
会
の
組
織
を
す
っ
き
り
と
し

た
も
の
に
し
て
、各
年
度
会
の
意
思
を

反
映
す
る
会
長
公
選
制
の
母
体
に
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
も
多
く
の
会
員

が
集
う
場
で
あ
り
、大
学
別
、運
動
部
系

列
、
文
化
部
系
列
、
職
域
等
々
の
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
･
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
て
、
城
北
学

園
に
学
ん
だ
我
々
が
、
種
々
の
機
会
を
通

じ
て
、年
々
歳
々
そ
の
輪
を
広
げ
、深
く
根

を
張
って
い
け
る
場
を
作
り
た
い
の
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、同
窓
会
各

位
の
ご
協
力
を
得
た
大
町
山
荘
の
改

修
も
順
調
に
進
み
、完
成
の
日
も
間
近

に
迫
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、長
年
の
懸

案
で
あ
っ
た
近
藤
薫
明
奨
学
基
金
の

運
用
も
予
定
通
り
に
始
ま
り
ま
し
た

こ
と
を
ご
報
告
し
て
お
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
同
窓
会
の
活
性
化
に
積

極
的
な
ご
協
力
･
ご
支
援
賜
わ
り
ま

す
よ
う
、す
べ
て
の
会
員
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

招
待
対
象
回
生

第
６
回
生（
昭
和　

年
度
卒　

１
９
５
３
年
度
）

２８

第
７
回
生（
昭
和　

年
度
卒　

１
９
５
４
年
度
）

２９

第
８
回
生（
昭
和　

年
度
卒　

１
９
５
５
年
度
）

３０

第　

回
生（
昭
和　

年
度
卒　

１
９
６
５
年
度
）

１８

４０

第　

回
生（
昭
和　

年
度
卒　

１
９
７
５
年
度
）

２８

５０

第　

回
生（
昭
和　

年
度
卒　

１
９
８
５
年
度
）

３８

６０

第　

回
生（
平
成
７
年
度
卒　

１
９
９
５
年
度
）

４８

　

今
年
は
第
８
回
目
で
、
８
・　

・　

・　

・　

の

１８

２８

３８

４８

各
回
生
を
主
役
と
す
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
で
す
。
な

お
、
昨
年
お
呼
び
し
な
か
っ
た
６
・
７
回
生
も
対
象

と
致
し
ま
し
た
。
対
象
回
生
外
の
方
々
も
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
年
か
ら
部
活
動
Ｏ
Ｂ
会

に
も
ご
利
用
い
た
だ
き
た
く
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
に
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
ま
し
た
。

　

皆
様
の
お
出
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

理
事
誕
生

新
任
と
再
任



城　北　同　窓　会　報平成２０年３月１５日 （2）

同
窓
会
は
、
同
期
会
活
動
を
応

援
い
た
し
ま
す
。
同
期
会
活
性

化
に
費
用
補
助

く
元
気
な
先
生
方
を
囲
ん
で
、
昔

話
に
、
あ
る
い
は
現
況
報
告
に
と

話
題
は
尽
き
ず
、
今
年
も
ま
た
同

期
会
は
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
、時
の
経
つ
の
も
忘
れ
さ
せ
た
。

卒
業
以
来
、
約
半
世
紀
の
時
を
経

て
、
人
生
様
々
な
歴
史
を
刻
ん
で

き
た
同
期
生
達
が
、
遠
い
昔
の
青

春
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
名

残
尽
き
な
い
楽
し
い
ひ
と
と
き

は
、
心
に
残
る
人
生
思
い
出
の
２

頁
目
と
な
っ
た
。
来
年
の
再
会
を

誓
い
つ
つ
、
校
歌
を
歌
っ
て
よ
う

や
く
お
開
き
と
な
っ
た
。

道
府
県
の
１
７
６
校
か
ら
３
６
４

人
が
参
加
、
男
女
別
の
団
体
戦
、

個
人
戦
で
争
わ
れ
、
最
終
予

選
は
４
連
勝
と
３
勝
１
敗
組

か
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

進
ん
だ
。

　

団
体
戦
の
城
北
選
手
は
、

主
将
の
板
谷
孝
寛
君（
３
年
・

六
段
）
山
川
達
也
君
（
３
年

・
四
段
）、
浅
井
広
希
君
（
１

年
・
五
段
）
の
３
人
で
、
決

勝
ま
で
の
対
戦
相
手
は
別
掲

の
通
り
。
城
北
は
、
前
年
の
覇
者

鳥
取
西
高
に
２
勝
１
敗
、
決
勝
の

青
森
高
に
も
２
勝
１
敗
で
栄
冠
を

勝
ち
得
た
。
岸
先
生
は
「
生
徒
た

ち
の
自
主
性
と
日
頃
の
努
力
が
実

を
結
ん
だ
ん
で
し
ょ
う
。
３
人
共

中
１
か
ら
部
活
を
や
っ
て
き
て
、

高
校
生
に
な
っ
て
急
に
強
く
な
り

ま
し
た
。
本
大
会
で
は
、
浅
井
君

が
ラ
ッ
キ
ー
ボ
ー
イ
で
し
た
ね
」

と
。

　

そ
の
浅
井
君
は
全
国
新
人
戦
東

京
大
会
予
選
で
個
人
優
勝
も
為
し

遂
げ
て
い
る
。
四
段
格
の
岸
顧
問

も
「
も
う
彼
ら
に
は
か
な
い
ま
せ

ん
」
と
微
笑
ん
だ
。

　

浅
井
選
手
は
秋
田
で
の
全
国

　

新
人
戦
に

　

年
明
け
の
１
月　

日
か
ら　

日

２４

２６

ま
で
、
秋
田
県
で
「
全
国
大
会
新

人
戦
」（
高
２
以
下
）
が
行
わ
れ
浅

井
君
が
出
場
、　

人
中
ベ
ス
ト　

９４

３２

ま
で
残
っ
た
が
惜
し
く
も
敗
退
し

た
。で
も
ま
だ
２
年
間
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
あ
る
。

（
遠
藤
隆
司
記
）

　

鐵
野
会
長
就
任
以
後
、
理
事
会

で
は
、
同
窓
会
活
動
の
活
性
化
に

向
け
新
た
な
発
想
に
よ
り
会
員
の

皆
様
が
だ
れ
で
も
母
校
及
び
同
窓

会
へ
の
関
心
を
持
っ
て
戴
く
よ
う

な
行
事
、
会
費
の
使
い
方
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、会
費
の
使

い
方
と
し
て
、各
卒
業
年
度
の
同

期
会
の
開
催
を
促
し
、そ
の
出
席

者
増
を
図
る
為「
同
期
会
開
催
往

復
は
が
き
代（
１
０
０
円
）及
び
宛

名
シ
ー
ル
」の
補
助
を
検
討
し
て

い
ま
す
。理
由
は
、個
人
情
報
保
護

法
施
行
に
伴
い
、名
簿
作
成
配
布

が
困
難
と
な
っ
た
為
、終
身
会
費

分
の
一
部
４
５
０
０
円
を
上
限
と

し
て
還
元
す
る
も
の
で
す
。

　

各
同
期
会
が
益
々
盛
ん
と
な

り
、
こ
の
補
助
が
、
本
年
度
計
画

よ
り
先
行
発
進
で
き
た
ら
と
理
事

会
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。
各
年
度

の
幹
事
様
は
、
理
事
会
宛
ご
連
絡

下
さ
い
。　　　
　
（
若
井
裕
康
記
）

現
役
生
か
ら
将
棋
王
者
が
誕
生

団
体
戦
で
全
国
優
勝
の
快
挙

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
将
棋

大
会
は
、
鹿
児
島
県
を
除
く　

都
４６

　

昨
年
夏
、「
第　

回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
」（
文
化

４３

庁
・
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
主
催
）
が
島
根
県
出
雲
市
で

行
わ
れ
、
わ
が
城
北
高
校
の
３
人
の
生
徒
が
団
体
戦
で
初
優

勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
と
げ
た
。
こ
こ
に
、
そ
の
一
部
始
終

を
司
書
教
諭
の
岸
政
男
顧
問
か
ら
お
伺
い
し
た
。

▲左から板谷君、山川君、浅井君と後ろは岸顧問

� ��������������������������������������������������������������
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全
国
高
等
学
校

の
総
合
文
化
祭
の

男子団体 ベスト8から 

青
森（
青
森
） 

大
分
上
野
丘（
大
分
）

広
島
学
院（
広
島
） 

岩
手（
岩
手
） 

鳥
取
西（
鳥
取
） 

城
北（
東
京
） 

船
橋（
千
葉
） 

横
浜（
神
奈
川
） 

優勝　城北 

　

昨
年
の　

月
１
日
（
日
）
に
池

１０

袋「
か
ん
ぽ
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
東
京
」

に
集
結
し
た　

回
生
の
メ
ン
バ
ー

１２

が
、
今
年
も
ま
た
去
る　

月
１
日

１２

（
土
）
に
池
袋
西
口
の
東
明
飯
店

に
多
数
集
ま
っ
た
。（
写
真
）
代
表

幹
事
の
竹
内
捷
郎
君
ら
幹
事
の
方

々
の
地
道
な
苦
労
の
お
陰
で
あ

る
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
昨
年
の
鳩
貝

先
生
、
矢
沢
先
生
、
江
口
旻
先
生

に
加
え
て
、
石
丸
先
生
が
新
た
に

参
加
さ
れ
た
。
い
ま
で
も
若
々
し

「
雲 
滾 
る
た
ぎ

マ
カ
ッ
サ
ル
」

（
冬
花
社
刊
）

内
藤
幸
雄
著

（
旧
２
回
生
）

　

弓
道
部
の　

周
年
式
典
は
昨
年

５０

　

月
７
日
、
本
校
弓
道
場
に
お
い

１０て
、Ｏ
Ｂ
会
員
他
現
役
部
員
、父
母

な
ど
２
０
０
人
の
参
列
者
の
も
と

に
行
わ
れ
た
。式
典
に
先
だ
っ
て
、

伝
統
的
小
笠
原
流
教
場
の
松
本
昭

正
氏
（　

回
生
）
の
流
鏑
馬
射
手

２０

が
披
露
さ
れ
（
写
真
）
古
式
に
範

っ
た
装
束
に
身
を
固
め
、
稽
古
用

の
木
馬
か
ら
的
の
柾
目
板
を
射
手

し
て
参
列
者
の
喝
采
を
浴
び
、
そ

の
木
片
の
一
つ
は
、
同
窓
会
に
も

縁
起
物
と
し
て
贈
ら
れ
た
。

　

弓
道
部
の
現
部
員
は　

人
、
Ｏ

８０

Ｂ
会
員
共
合
わ
せ
て
６
０
０
人
お

り
、
同
窓
会
強
化
の
一
つ
は
こ
の

種
の
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
へ
の
参
画
呼
び

掛
け
の
必
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た
。

　

式
典
終
了
後
は
学
園
食
堂
に
お

い
て
祝
賀
会
も
行

わ
れ
、
和
や
か
な

懇
談
の
輪
が
広
が

っ
た
。
特
に
気
勢

が
上
っ
た
の
は
、

同
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
の

星
野
章
さ
ん
（　
１８

回
生
）
率
い
る
和

太
鼓
の
一
団
が
景

気
付
け
に
撥
音
激

し
く
華
を
添
え
た

時
で
あ
っ
た
。

（
遠
藤
隆
司
記
）

▲「流鏑馬」演舞

　

城
北
学
園
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
１

９
５
８
年
に
音
楽
科
の
笹
倉
強
先

生
と
音
楽
選
択
者
の
有
志
に
よ
っ

て
発
足
し
ま
し
た（
当
時
の
名
称

は
城
北
高
校
合
唱
部
）。
そ
の
後
、

合
唱
部
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
山
口
祐
二

先
生
が
１
９
８
１
年
に
顧
問
指
揮

者
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
で
は
中
学

生
部
員
も
交
え
て
演
奏
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

創
立　

周
年
を
迎
え
、
Ｏ
Ｂ
数

５０

も
５
０
０
名
超
と
な
っ
た
今
年

は
、
Ｏ
Ｂ
会
で
記
念
Ｃ
Ｄ
と
記
念

誌
の
制
作
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月　

日
に
銀
座
ブ
ロ
ッ

２１

サ
ム
（
銀
座
中
央
会
館
）
で
開
催

さ
れ
る
第　

回
定
期
演
奏
会
で

４３

は
、
Ｏ
Ｂ
も
賛
助
出
演
し
現
役
と

合
同
演
奏
を
す
る
と
と
も
に
、
Ｏ

Ｂ
単
独
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
笹
倉
先

生
の
指
揮
に
よ
り

「
月
光
と
ピ
エ

ロ
」を
歌
い
ま
す
。

　

演
奏
会
後
に
は

　

周
年
記
念
パ
ー

５０テ
ィ
も
開
催
す
る

予
定
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
多
数
の
Ｏ

Ｂ
、
同
窓
生
の
皆

様
に
ご
来
場
を
い

た
だ
き
、
旧
交
を

温
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
藤
沢
高
夫
記
）

▲メンバー合唱風景

　昨年の秋から暮にかけて城北ＯＢ皆さん
の絵画、彫刻、写真等作品展がいくつかあっ
た。日本画院展、日展、そして写真の個展を
催されたお２人の作品を併わせて紙上展の
形で採録してみた。　　　　　（遠藤隆司記）

紙上ギャラリー展
OBたちの作品4題

　

高
田
俊
一
さ
ん
（　

回
生
）
の

１４

画
業
は　

年
に
な
る
。
サ
ラ
リ
ー

４０

マ
ン
を
務
め
な
が
ら
、
日
本
画
院

に
所
属
。
昨
年
秋
の
東
京
都
美
術

館
で
の
日
本
画
院
展
に
は
「
山

粧
」
を
出
展
。山
が
お
化
粧
し
た

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
絵
な
の
だ
そ

う
。　

号
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
山
百
合

３０
が
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

「
普
段
は
、
絵
の
他
に
俳
句
、
文

学
、
ダ
ン
ス
と
趣
味
が
多
く
て
困

り
ま
す
」と
は
ご
本
人
の
弁
。

　

同
じ
く
、　

回
生
の
山
田
朝
彦

１４

　
　
　　
　
　
　
高
田
俊
一
さ
ん（　

回
生
）

１４

▲山百合を描いた「山粧」
さ
ん
は
彫
刻
家
で
、昨
年
国
立
新
美
術
館
で

開
催
の
日
展
（　

／
２
〜　

／
９
）
で
は

１１

１２

「
眼
指
」の
表
題
で
女
性
の
石
膏
像
を
出
展
。

（
高
さ
１
６
０
㎝
）
こ
れ
を
制
作
す
る
き
っ

か
け
は
、
東
京
大
学
博
物
館
に
あ
る
９
千

年
前
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
人
が
自
分
が
い
じ
る

同
じ
粘
土
で
作
っ
た
土
偶
を
見
て
触
発
さ

れ
た
と
い
う
の
だ
。
遠
く
を
見
据
え
た
女
性

像
に
託
し
た
作
者
の
心
の
行
く
先
は
、
９
千

年
前
の
土
偶
を
作
っ
た
古
代
人
の
視
点
と

同
じ
思
い
で
は
な
い
か
と
山
田
さ
ん
は
い
う

の
で
あ
る
。芸
術
家
の
思
い
は
遠
く
て
深
い
。

　
　
　
日
展　
山
田
朝
彦
さ
ん（　

回
生
）

１４

▲女性像「眼指」

絵
画

彫
刻

▲カタログの表紙より

▼橋を背にマントの女性

　
　
　
小
平
博
之
さ
ん（　

回
生
）

１３

写
真

　
　
　
道
正
太
郎
さ
ん（
５
回
生
）

写
真

弓
道
部　

周
年
式
典
に

５０

古
式
ゆ
か
し
い「
流
鏑
馬
」演
舞

　

著
者
は　

年
前
、
イ
ン
ド
ネ

３０

シ
ア
の
セ
レ
ベ
ス
島
の
州
都
マ
カ

ッ
サ
ル
に
単
身
赴
任
し
合
弁
会

社
の
社
長
を
つ
と
め
た
。赴
任
中

の
３
年
間
に
訪
れ
た
島
々
の
思

い
出
を
東
南
ア
ジ
ア
の
歴
史
を

加
え
な
が
ら
語
っ
て
い
る
。
そ
れ

を
可
能
に
し
た
の
は
、著
者
の
膨

大
な
読
書
量
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
香
辛
料
を
求

め
て
姿
を
見
せ
た
と
き
、こ
の
海
域

を
支
配
し
て
い
た
の
は
、セ
レ
ベス
島

に
住
む
海
洋
、
交
易
民
族
の
ブ
ギ

ス
人
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
が

ブ
ギ
ス
語
を
母
体
と
し
て
成
立

し
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
王
侯
が
い
ず
れ

も
ブ
ギ
ス
人
の
後
裔
で
あ
る
と
か
。

中
国
、
ヨ
ー
ロッ
パ
に
比
べ
無
知
に

ひ
と
し
い
東
南
ア
ジ
ア
の
歴
史
に

世
界
史
的
広
が
り
が
あ
る
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
本
で
あ
る
。

（
稲
垣
靖
男〈
旧
３
回
生
〉記
）

同期会
　

回
生
の
同
期
会
が
、昨
年
に
引
き
続
き
池
袋
で
再
会

１２

奥
出
隆
之（　

回
生
）

１２

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
今
年　

周
年

５０

７
月
に
は
銀
座
で
定
期
演
奏
会
も

日
本
画

院　

展

　

小
平
博
之
さ
ん
（　

回
生
）
の

１３

写
真
展
は
昨
年
暮
の　

月　

日
〜

１２

１７

　

日
迄
の
６
日
間
池
袋
東
京
芸
術

２２劇
場
展
示
室
Ⅱ
で
行
わ
れ
た
。
タ

イ
ト
ル
に
斉
藤
茂
吉
を
謳
い
山
形

県
の
最
上
川
の
冬
景
色
を
中
心
に

展
示
さ
れ
て
い
た
。
最
上
川
を
撮

り
続
け
て　

年
に
な
る
と
い
う
。

４０

　

小
平
さ
ん
は
、
城
北
を
出
て
か

ら
青
山
学
院
大
を
卒
業
後
、
商
業

写
真
、
建
築
写
真
家
と
し
て
活
躍

し
て
こ
ら
れ
た
。
山
形
は
ご
両
親

の
出
身
地
で
茂
吉
の
短
歌
に
魅
か

れ
て
最
上
川
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の

写
真
に
し
て
い
る

と
。「
短
歌
を
添
え

て
な
け
れ
ば
、
た

だ
の
写
真
で
す

よ
」
と
ご
本
人
は

謙
遜
す
る
。

　
『
横
ざ
ま
に
ふ

ぶ
け
る
雪
を
か
へ

り
み
む　

い
と
ま

も
あ
ら
ず
橋
を
わ

た
り
つ
』（
茂
吉

「
白
き
山
」よ
り
）

　

道
正
さ
ん
は
長
い
こ
と
「
週
刊
新
潮
」
の

社
会
派
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
間
に
記
録
さ
れ
た
カ

ッ
ト
は
数
万
点
に
及
ぶ
。
銀
座
の
兜
屋
画
廊

で
の
個
展
（
昨
年
は　

月
４
日
〜　

日
ま

１２

１６

で
）
は
年
一
度
の
恒
例
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の

都
度
テ
ー
マ
を
変
え
て
い
る
。

　

各
界
の
人
物
ス
ナ
ッ
プ
も
数
多
く
撮
っ
て

い
る
が
、今
回
は
社
会
現
象
を
情
景（
状
景
）

に
し
た
も
の
に
絞
っ
て
展
示
さ
れ
て
い
た
。
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�
い
ま
、な
ぜ
百
済
か
�第
２
弾

白
村
江
戦
以
降

―
日
本
は
初
め
て
国
難
に
遭
い
危
機
管
理
を
迫
ら
れ
る
―

霖
戸
川　
睦
人（　

回
生
）

１３

　

危
機
管
理
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
始
め
た
の
は　
１０

数
年
前
か
ら
で
あ
る
。
天
災
、
人
災
、
事
故
、
テ
ロ
、

戦
争
等
、
突
然
の
災
害
に
備
え
る
必
要
性
が
増
し
た

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
危
機
の
状
況
や
緊
急
度
に
よ

り
臨
機
応
変
の
対
応
が
必
要
と
な
る
が
最
近
始
ま

っ
た
事
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
戦
争
は
国
の
運
命
を

最
も
大
き
く
左
右
す
る
。
我
国
は
有
史
以
来
何
度
も

国
難
に
直
面
し
て
き
た
。
１
３
５
０
年
前
に
初
め
て

厳
し
い
国
難
に
晒
さ
れ
た
。

百
済
の
滅
亡
と
東
ア
ジ
ア
の
地
政
学

　

斉
明
６
年
（
Ａ
Ｄ
６
６
０
）、
百

済
は
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
よ
っ
て

王
都
扶
餘
が
占
拠
さ
れ
た
。
倭
国

は
直
ち
に
百
済
へ
支
援
軍
を
派
遣

し
た
。
し
か
し
天
智
２
年
（
Ａ
Ｄ

６
６
３
）
８
月　

〜　

日
の
両
日

２７

２８

に
渡
る
白
村
江
戦
で
倭
国
水
軍
は

４
０
０
艘
の
船
を
焼
失
し
て
大
敗

す
る
。
百
済
復
興
の
拠
点
、
周
留

城
に
立
て
籠
っ
た
倭
国
兵
は
復
興

軍
将
兵
と
運
命
を
共
に
し
た
。
海

外
交
流
の
大
き
な
拠
点
と
し
て
、

約
２
９
０
年
続
い
た
友
邦
百
済
の

滅
亡
で
あ
る
。
予
想
外
の
大
敗
に

よ
り
精
鋭
の
３
割
を
失
っ
た
倭
国

水
軍
は
多
数
の
亡
命
百
済
人
を
伴

っ
て
半
島
よ
り
全
面
撤
退
の
止
む

な
き
に
至
っ
た
。

　

将
兵
満
載
の
引
揚
船
が
殺
到
す

る
中
、
亡
命
百
済
王
族
・
貴
族
等

の
受
け
入
れ
も
重
な
り
那
の
津
の

浜
で
は
大
混
乱
が
発
生
し
た
で
あ

ろ
う
。
称
制
・
中
大
兄
皇
子
は
驚

天
動
地
と
茫
然
自
失
の
境
地
に
立

ち
至
っ
た
と
推
察
す
る
。（
朝
鮮
）

半
島
の
南
半
分
は
唐
・
新
羅
連
合

軍
支
配
下
と
な
っ
た
。
遼
東
半
島

か
ら
半
島
北
部
を
占
め
る
高
句
麗

と
対
峙
す
る
２
国
時
代
が
到
来
し

た
の
で
あ
る
。攻
守
所
を
変
え
て
、

唐
・
新
羅
連
合
軍
の
倭
国
侵
攻
に

備
え
る
状
況
に
陥
っ
た
。

　

か
つ
て
推
古
大
王
の
摂
政
・
聖
徳

太
子
が
最
も
恐
れ
た
の
は
大
陸
勢

力（
隋
）の
覇
権
で
あ
る
。そ
の
可
能

性
は
既
に
予
測
さ
れ
て
い
た
。
推
古

３
年
（
Ａ
Ｄ
５
９
５
）、
高
句
麗
か

ら
渡
来
の
慧
慈
は
太
子
の
学
問
の

師
と
な
る
。
隋
は
高
句
麗
侵
攻
の

為
、
数
度
に
わ
た
り
大
軍
を
遠
征

さ
せ
た
。
慧
慈
が
こ
の
高
句
麗
の
直

面
す
る
国
難
・
脅
威
情
報
を
太
子

に
伝
え
な
か
っ
た
筈
は
絶
対
に
無
い

と
考
え
ら
れ
る
。推
古　

年
（
Ａ
Ｄ

１５

６
０
７
）、同　

年（
Ａ
Ｄ
６
０
８
）

１６

に
派
遣
し
た
遣
隋
使
は
単
な
る
親

善
使
節
で
は
な
く
、
半
島
侵
攻
政

策
の
調
査
目
的
が
含
ま
れ
て
い
た

事
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。
半
島

が
隋
の
支
配
下
に
入
れ
ば
、
次
は

倭
国
が
そ
の
覇
権
の
脅
威
を
直
接

受
け
る
事
に
な
る
。

　

遣
隋
使
や
後
の
遣
唐
使
が
親
善

使
節
と
し
て
交
流
し
て
い
た
か
の

様
に
伝
え
ら
れ
る
が
、
実
態
は
単

純
な
交
流
で
は
な
か
っ
た
。
大
陸

国
家
の
東
端
に
位
置
す
る
倭
国
が

如
何
に
し
て
独
立
を
守
り
続
け
る

か
不
断
の
努
力
が
傾
け
ら
れ
て
い

た
。こ
の
東
ア
ジ
ア
の
地
政
学
、外

交
関
係
の
諸
問
題
は
今
日
の
視
点

で
は
如
何
に
解
釈
で
き
よ
う
か
�

の
方
式
で
あ
る
。百
済
人
の
達
率
・

答　

春
初
、
憶
礼
福
留
等
が
築
城

に
従
事
し
た
こ
と
が
『
書
紀
』
に

見
ら
れ
る
。
実
戦
経
験
あ
る
百
済

の
将
軍
で
あ
ろ
う
。
特
に
石
積
は

百
済
様
式
の
優
れ
た
築
城
技
術
で

あ
る
。
一
方
、
倭
国
の
土
木
技
術

集
団
が
総
動
員
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

か
つ
て
、
前
方
後
円
墳
が
全
国

的
に
５
２
０
０
基
も
築
か
れ
た
。

３
世
紀
中
頃
か
ら
わ
ず
か
３
５
０

年
間
に
で
あ
る
。
そ
の
後
は
全
く

築
か
れ
な
い
不
思
議
な
運
命
を
辿

っ
て
い
る
が
、
土
木
技
術
が
継
承

さ
れ
た
。
降
雨
量
が
多
い
倭
国
で

は
と
り
わ
け
、
土
砂
流
出
防
止
技

術
は
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
等
の

技
術
が
総
合
的
に
結
実
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
書
紀
』
に
は
阿
志
木
城
の
記
述

は
な
い
が
、筑
紫
大
宰
の
南
方
を
防

衛
す
る
位
置
に
あ
っ
て
、
最
近
発
見

さ
れ
た
。
学
術
調
査
中
で
あ
る
が

筆
者
も
現
地
調
査
に
よ
り
水
門
を

目
撃
し
て
い
る
。長
門
城
は
現
在
位

置
不
明
と
さ
れ
る
が
、
現
地
調
査

に
よ
り
長
門
国
府
を
囲
む
火
の

山
、霊
鷲
山
、四
王
司
山
の
三
山
が

一
体
と
な
っ
て
長
門
城
を
形
成
し

た
も
の
で
は
と
推
察
し
て
い
る
。

国
境
の
誕
生
と
防
衛
整
備

　

唐
・
新
羅
連
合
軍
に
よ
る
倭
国

侵
攻
が
現
実
的
と
な
っ
て
き
た
。

對
馬
に
防
人
を
配
置
、
烽
火
を
設

置
、
金
田
城
が
築
か
れ
る
。
地
理

的
、
軍
事
的
に
こ
こ
が
最
前
線
と

な
る
。
併
行
し
て
第
２
戦
線
が
九

州
に
水
城
、
大
野
城
、
基
肄
城
、

阿
志
木
城
、
長
門
に
長
門
城
等
が

築
か
れ
て
い
く
。
九
州
と
半
島
間

は
壱
岐
、
對
馬
経
由
で
往
来
が
活

発
で
あ
っ
た
。
今
日
で
言
う
国
境

の
概
念
は
乏
し
か
っ
た
。
築
城
に

よ
っ
て
對
馬
と
半
島
間
に
は
必
然

的
に
防
衛
線
が
引
か
れ
た
。
こ
れ

が
今
日
に
至
る
国
境
線
で
あ
る
。

正
し
く
国
境
の
誕
生
と
な
っ
た

（
天
智
２
年
）。

　

城
郭
は
総
て
今
日
で
言
う
朝
鮮

式
山
城
で
あ
る
。
攻
防
に
適
し
た

山
地
を
選
び
山
頂
付
近
に
円
周
状

に
城
壁
と
土
塁
を
築
く
。
山
頂
は

ほ
ぼ
平
ら
に
さ
れ
兵
舎
、武
器
庫
、

食
料
庫
が
分
散
建
設
さ
れ
る
。
軍

民
共
に
収
容
さ
れ
共
同
生
活
が
可

能
と
な
る
。
對
馬
、
九
州
、
瀬
戸

内
沿
岸
を
経
由
し
て
東
方
５
０
０

㎞
離
れ
た
都
に
至
る
間
各
要
所

に
山
城
が
築
か
れ
た
。
総
て
共
通

　

天
智
３
年
（
Ａ
Ｄ
６
６
４
）
に

は
唐
の
使
節
・
郭
務　

が
や
っ
て

き
た
。
対
高
句
麗
へ
の
派
兵
要
求

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
講
和

外
交
で
あ
ろ
う
遣
唐
使
が
３
回
派

遣
さ
れ
て
い
る
。
講
和
会
議
は
決

し
て
容
易
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
間
、
防
人
の
配
置
、
烽
火

の
設
置
、
築
城
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

大
津
の
宮
へ
遷
都
と
矢
継
早
に
政

策
が
発
せ
ら
れ
た
。
巷
で
は
民
衆

の
不
満
が
増
大
し
放
火
事
件
が
頻

発
、
官
の
建
造
物
が
狙
わ
れ
た
。

社
会
不
安
で
揺
れ
て
い
た
。

　
　

章
元
年
（
Ａ
Ｄ
６
６
８
）、
高

句
麗
は
泉
蓋
蘇
文
死
去
の
後
、
後

継
者
争
い
の
好
機
を
利
し
た
唐
・

新
羅
連
合
軍
に
よ
り
滅
亡
さ
れ

た
。
次
は
倭
国
侵
攻
か
…
直
接
の

脅
威
が
刻
一
刻
と
迫
っ
て
き
た
。

倭
国
の
運
命
は
如
何
に
…
�　

し

か
し
、
幸
運
な
こ
と
に
百
済
滅
亡

時
よ
り
芽
生
え
た
軋
轢
と
不
信
感

は
新
羅
を
反
唐
へ
と
追
い
や
る
。

や
が
て
軍
事
衝
突
へ
進
み
唐
は
新

羅
領
、
高
句
麗
旧
領
の
半
分
か
ら

撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
。

　

天
智　

年
（
６
７
１
）　

月
に

１０

１１

至
り
、
唐
の
使
節
・
郭
務　

が
１

４
０
０
人
（
捕
虜
）
を
伴
っ
て
那

の
津
へ
来
航
し
た
。
こ
れ
が
最
終

的
な
講
和
使
節
と
見
て
間
違
い
な

い
。
開
戦
か
ら　

年
間
、
唐
軍
の

１１

倭
国
侵
攻
に
怯
え
た
国
難
の
日
々

で
あ
っ
た
。
講
和
成
立
直
後
の
同

年　

月
、
天
智
大
王
は
空
し
く
薨

１２
去
さ
れ
た
。

　

壬
申
の
乱
の
激
動
を
経
て
天
武

大
王
の
元
で
、
律
令
整
備
を
進
め

我
国
の
礎
を
固
め
て
行
く
の
で
あ

る
。
や
が
て
日
本
国
号
・
天
皇
称

号
が
確
立
さ
れ
て
い
く
。「
百
済
の

役
」
は
日
本
国
建
国
の
引
き
金
に

な
っ
た
と
し
て
も
過
言
で
は
あ
る

ま
い
。

　

昭
和
天
皇
は
終
戦
の
１
年
後

（
Ａ
Ｄ
１
９
４
６
）、３
人
の
首
相

経
験
者
を
呼
ん
だ
。
１
年
前
の
終

戦
工
作
の
苦
労
を
労
い
な
が
ら
、

天
智
天
皇
の
胸
中
を
推
し
量
り
往

時
を
偲
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

講
和
の
成
立
と
律
令
建
国

�金田城、一の城戸
▼金田城の水門

�
金
田
城
か
ら
見
る
国
境
線

　
（
浅
茅
湾
の
向
こ
う
）

�
鐵
野
新
会
長
を
囲
ん
で
７
回
生
集
合

�
O
B
教
職
員
の
皆
さ
ん

�
ラ
グ
ビ
ー
の
話
に
花
が
さ
く
元
ラ
ガ
ー

マ
ン

�
吉
田
副
会
長（
左
）と
８
回
生

�
夏
目
副
幹
事
長（
右
）と
石
川

理
事

�
加
藤
学
園
長（
右
）と
若
井
理

事

�
旧
制
の
皆
さ
ん

�
佐
藤
幹
事
長（
左
）、山
口
顧
問（
右
）と
合
唱
部

員
の
皆
さ
ん

　東京都宅地建物取引業協会会員
三井住友海上火災保険㈱代理店

㈲南雲商店
代表取締役　南雲芳憲

（24回生）
〒174-0064 東京都板橋区中台3-3-8 

TEL 03-3933-1681（不動産部）FAX 03-3935-0682
E-mail : y-nagumo ＠jcom.home.ne.jp

社団
法人 　おのざわ歯科

クリニック
ONOZAWA DENTAL CLINIC 

院長・歯学博士　小野澤　智史
（36回生）

〒174-0071 東京都板橋区常盤台4-21-2
TEL 03-3931-8100（上板橋北口）
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5F

4F

3F

2F

1F

（夏季営業    ）のみ

「
総
会
と 
懇
親
会 
」

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

　

平
成　

年
度
第
７
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
は

１９

総
会
終
了
後
、
直
ち
に
大
食
堂
に
会
場
を
移
し
て
２

５
０
余
名
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夏
目
暢
之

副
幹
事
長
司
会
の
も
と
鐵
野
新
会
長
の
冒
頭
の
挨

拶
と
笹
川
俊
明
教
頭
の
乾
杯
で
始
め
ら
れ
、
各
テ
ー

ブ
ル
に
は
歓
談
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
今
回
は
特

に
旧
制
１
回
生
か
ら
５
回
生
ま
で
と
、
新
制
１
回
生

か
ら
５
回
生
ま
で
、
そ
れ
に　

回
生
か
ら　

回
生
ま

４３

４７

で
を
ご
招
待
し
、
今
回
を
も
っ
て
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
イ
が
一
巡
し
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
写
真
／
遠
藤
隆
司
、
石
川
雅
弥
）

 
ス
ナ
ッ
プ
集 

パ
チ
リ
！



城　北　同　窓　会　報平成２０年３月１５日 （4）

▲左より杉崎前会長、帖佐校長、鐵野会長

近
藤
薫
明
奨
学
基
金
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

　
　
　

帖
佐
校
長
と
鐵
野
会
長
が
墓
参
報
告

　
　

月　

日
、
帖
佐
校
長
と
同
窓

１２

２２

会
代
表
一
行
が
武
州
長
瀬
『
武
蔵

野
霊
園
』
に
眠
る
故
近
藤
薫
明
先

生
へ
報
告
墓
参
を
行
っ
た
。
同
窓

会
か
ら
鐵
野
会
長
、
杉
崎
前
会
長

が
参
加
し
た
。
平
成　

年
９
月
４

１９

日
付
で
近
藤
薫
明
先
生
記
念
奨
学

基
金
（
以
下
、
近
藤
基
金
）
の
募

集
が
行
わ
れ　

月　

日
、
多
数
の

１０

２７

応
募
者
の
中
か
ら
受
給
苦
学
生
５

名
が
誕
生
し
た
報
告
で
す
。
霊
園

の
高
台
に
位
置
す
る
先
生
の
墓
所

は
見
晴
ら
し
良
く
眼
下
に
武
蔵
野

平
野
が
広
が
っ
て
い
る
。
同
窓
会

史
に
特
筆
す
べ
き
爽
や
か
な
一
日

で
し
た
。

　

近
藤
先
生
は
「
人
間
形
成
」「
大

学
進
学
」
を
２
本
柱
と
し
て
学
校

の
組
織
を
構
成
し
、
永
年
培
っ
た
建

学
精
神
と
厳
正
な
校
風
を
固
く
守

っ
て
私
達
に
接
し
て
下
さ
っ
た
。
家

が
貧
乏
な
る
が
故
に
学
園
を
去
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
生
徒
に
思
い
を

馳
せ
こ
の
救
済
を
生
涯
の
願
い
と

さ
れ
た
。
退
職
金
よ
り
寄
付
さ
れ

た
１
０
０
０
万
円
を
基
に
、
先
生

を
慕
う
旧
制
・
新
制
初
期
の
卒
業

生
を
中
心
に
教
職
員
の
協
力
も
得

て
浄
財
が
集
め
ら
れ
た
。
総
額
３

８
０
０
万
円
と
な
る
。し
か
し
、
昭

和　

年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
近
藤

５８
基
金
は
種
々
の
事
情
、
経
済
不
況

等
に
よ
り
金
利
果
実
の
奨
学
支
援

が
不
可
能
に
陥
っ
て
い
た
。
文
部
科

学
省
に
よ
る
法
改
正
や
同
窓
会
一

同
の
粘
り
強
い
活
動
と
可
能
な
限

り
早
期
実
施
と
の
希
望
を
入
れ

て
、年
度
半
ば
の
９
月
募
集
・　

月
１０

選
考
、
漸
く
近
藤
基
金
の
給
付
開

始
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

（
霖
戸
川
睦
人
記
）

大
町
山
荘
改
修
現
場
視
察

霖
戸
川　
睦
人（　

回
生
）

１３

　
　

月
４
日（
日
）、現
地
視
察
実

１１
施
。３
人
の
作
業
員
の
許
可
を
得
て

現
場
を
見
る
。以
下
、要
点
報
告
。

　

①
概
容

＊
屋
根
全
体
と
正
面
ホ
ー
ル
本
体

を
除
き
、北
・
南
棟
は
天
井
、壁
、

床
除
去
。

＊
風
呂
場
・
ボ
イ
ラ
ー
室
は
完
全
撤

去
。建
物
は
コ
の
字
型
に
残
る
。

＊
コ
型→

ロ
型
部
分
の
土
台
を
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
枠
で
建
設
中
。

　

②
北
棟
・
南
棟

＊
床
板
、根
太
、床
下
柱
新
規
交
換

の
部
屋
有
り
。床
、壁
板
は　

ｍ
１２

ｍ
合
板
使
用
。

＊
床
板
、
床
下
柱
（
束
）
の
支
え

は
自
然
石
と
捨
て
コ
ン
。

＊
左
右
２
段
ベッ
ド
の
支
柱
に
４
寸

角
檜
材
２
本
使
用
の
室
有
り
。

　

本
待
機
。 

１６

　

③
所
見

＊
全
体
と
し
て
築　

年
の
割
に
構

４０

造
材
は
良
好
。土
台
の
高
さ
１

〜
２
・
５
ｍ

＊
土
台
の
角
材
４
寸
角
、オ
ス・
メ
ス

繋
ぎ
。比
較
的
良
好
。

＊
床
下
は
撤
去
済
み
の
部
屋
が
多

く
、か
な
り
老
朽
化
が
進
ん
だ
と

推
察
。

＊
筋
交
い
周
辺
の
造
作
は
ヤ
ッ
ツ

ケ
。

＊
古
い
建
築
基
準
法
か
、
構
造
材

の
交
差
点
に
金
具
無
し
。
以
降

は
絶
対
に
必
要
。

　

④
欠
陥

＊
屋
根
は
原
形
通
り
な
の
で
、屋
根

の
雪
下
ろ
し
は
重
要
課
題
。　

洋

注
意
�

＊
コ
型→

ロ
型
に
変
更
さ
れ
た
の

で
、中
庭
の
除
雪
法
が
無
い
。　

温
泉
湯
？

平成19年度大学入試結果　　　平成19年4月20日現在

現役人数合格者数大学名

12北　海　道

22東　　北

14筑　　波

01埼　　玉

515千　　葉

1117東　　京

818東京工業

814一　　橋

12東京医科歯科

11東京学芸

49東京農工

23電気通信

68横浜国立

23京　　都

45大　　阪

11神　　戸

710首都大学東京

715その他国公立

71130国公立大学合計

4961,136大学総計

◎国公立大学
現役人数合格者数大学名

614青山学院

821学　習　院

58北　　里

5590慶応義塾

04工　学　院

01國　學　院

11国際基督教

28駒　　澤

823芝浦工業

1729上　　智

311成　　蹊

29成　　城

115専　　修

3373中　　央

12東　　海

14東京医科

315東京電機

219東京農業

35東京薬科

56116東京理科

15東　　邦

410東　　洋

15獨　　協

2065日　　本

2057法　　政

01武　　蔵

04武蔵工業

46107明　　治

217明治学院

3１57立　　教

62121早　稲　田

01同　志　社

03立　命　館

3185その他私立

4251,006私立大合計

◎私立大学

▼
鐵
野
新
会
長
の
繰
り
出
す
新
機

軸
に
は
同
窓
会
を
活
性
化
さ
せ
る

意
気
込
み
が
あ
る
。
今
年
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
を
設
け
る
こ
と
や
同
期
会

の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
宛
名
シ

ー
ル
作
成
と
往
復
は
が
き
代
を
援

助
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
▼
今

回
、
無
駄
と
効
率
化
の
徹
底
を
図

る
意
味
で
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
導

入
、
千
通
に
及
ぶ
受
取
人
不
明
の

郵
便
物
を
整
理
し
た
。
▼
大
町
山

荘
の
完
成
記
念
式
典
が
来
る
４
月

　

日（
月
）に
決
定
し
た
。
会
員
諸

１４兄
か
ら
の
寄
付
協
賛
に
御
礼
申
し

上
げ
る
。▼
広
告
協
賛
者
、執
筆
者

に
も
感
謝
し
た
い
。（
遠
藤
隆
司
）

�
西
村
信
雄
さ
ん
（
６
回
生
）
は

昨
年
５
月
黄
綬
褒
章
受
章
。
運
輸

業
界
で　

年
間
要
職
に
あ
っ
た
功

４０

労
に
対
し
て
。「
皇
室
の
豊
明
殿
で

陛
下
に
お
目
に
掛
か
れ
た
感
激
は

生
涯
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
。

�
荒
井
政
雄
さ
ん（
７
回
生
）は
同

じ
く
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
に

輝
い
た
。　

年
間
板
橋
区
の
保
護

３０

司
と
し
て
務
め
ら
れ
、
そ
の
功
績

を
称
え
ら
れ
た
も
の
。
現
在
十
三

越
商
事
オ
ー
ナ
ー
は
じ
め　

を
越

１０

す
準
公
職
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

�
江
田
昌
佑
さ
ん
（
昭
和　

年
〜

３０

　

年
迄
本
校
体
育
教
諭
）昨
年
秋
、

３３瑞
宝
重
光
章
を
受
章
。
城
北
ラ
グ

ビ
ー
部
で
全
国
優
勝
時
の
監
督
。

叙
勲　
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

 

杉
崎
前
会
長
ご
夫
婦
を
慰
労
す
る
会

池
袋
で
役
員　

名
が
参
集
賑
や
か
に
懇
談

１６

窓
会
を
起
動
し
組
織
の
基
礎
を
築

か
れ
ま
し
た
。
最
も
力
を
注
い
だ

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
は
総
会
日

に
合
わ
せ
て
７
回
開
催
さ
れ
、
対

象
卒
業
生
は
一
巡
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
契
機
と
な
っ
て
各
学
年
の
同

期
会
結
成
の
動
き
が
始
ま
っ
た
と

聞
き
ま
す
。

　

在
任
中
、
特
に
難
題
で
あ
っ
た

近
藤
基
金
の
始
動
、
大
町
山
荘
改

修
資
金
助
成
、
規
約
改
正
等
の
実

現
に
は
抜
群
の
指
導
力
を
発
揮
さ

れ
、
私
達
に
太
い
レ
ー
ル
を
敷
設

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
城
北
魂

と
共
に
同
窓
会
は
益
々
発
展
し
て

参
り
ま
し
ょ
う
。
陰
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
奥
様
共
々
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
上
写
真
は
笑
顔
の

ご
夫
妻
で
す
。（
霖
戸
川
睦
人
記
）

　

７
月
７
日
夕
、
池
袋
の
関
西
料

理
店
「
甍
」（
い
ら
か
）
に
て
前
会

長
杉
崎
さ
ん
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し

慰
労
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
新
会

長
鐵
野
さ
ん
を
は
じ

め
、
理
事　

名
が
集

１６

い
和
気
あ
い
あ
い
と

大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
発
足
当
時

の
冬
、
裸
電
球
で
暖

房
も
な
い
小
さ
な
部

屋
に
集
ま
り
膝
を
交

え
た
事
等
も
懐
か
し

そ
う
で
し
た
。

　

杉
崎
さ
ん
は
平
成

　

年
４
月
に
会
長
就

１２任
以
来
７
年
間
に
渡

っ
て
活
躍
さ
れ
、
長

い
間
休
眠
状
態
の
同

塩
澤
克
彦
氏（　

回
生
）の
お
店

１３

サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
に
は
見
逃
せ
な
い

串
揚
げ　 
葱  
坊
主 

ね
ぎ 
ぼ
う
ず

卒業生の
お店訪問④

　

京
王
線
の
千
歳
烏
山
駅
を
下

り
て
調
布
寄
り
の
南
口
出
口
を

出
て　

秒
。
駅
の
階
段
を
上
が

３０

っ
た
ら
看
板
が
見
え
る
。
向
か

っ
て
左
手
の
２
階
。

　

塩
澤
氏
が
こ
こ
に
店
を
構
え
て

　

年
。
正
に
地
元
密
着
型
の
串
揚

２２げ
屋
さ
ん
で
あ
る
。お
店
の
名
前
に

つい
て
、
俳
人
秋
山
未
踏
の「
葱
坊

主
俺
も
俺
も
と
並
び
か
け
」
に
由

来
す
る
と
の
こ
と
。壁
に
は
「
未
踏

い
ろ
は
歌
留
多
」が
飾
って
あ
る
。沿

線
の
布
田
に
あ
っ
た
日
活
調
布
撮

影
所
が
華
や
か
な
り
し
こ
ろ
は
有

名
人
も
よ
く
訪
れ
た
そ
う
だ
。

『
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
グ
ル
メ
』
で
は

次
の
よ
う
に
紹
介

　
『
ご
夫
婦
２
人
で
切
り
盛
り
さ

れ
て
い
て
、
渋
い
ご
主
人
と
愛
嬌
の

あ
る
奥
様
が
絶
妙
の
コ
ン
ビ
で
す
。

夜
は
串
揚
げ
の
他
に
、
お
刺
身
、

焼
き
魚
、
そ
の
他
単
品
料
理
に
、

お
で
ん
、と
ん
か
つ
ま
で
あ
っ
て
、居

酒
屋
と
し
て
も
、
定
食
屋
と
し
て

も
利
用
で
き
ま
す
。
串
揚
げ
は
、

衣
が
薄
く
て
ぱ
り
っ
と
し
て
い
て
、

と
て
も
い
い
お
味
。ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

串
揚
げ
は
、串
を
使
っ
て
お
ら
ず
、丸

ご
と
１
本
あ
げ
た
の
が
出
て
き
て
初

め
て
の
人
は
び
っ
く
り
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
値
段
は
控
え
め
な
の
で
、

気
楽
に
利
用
で
き
る
タ
イ
プ
の
お
店

で
す
。
雰
囲
気
は
居
酒
屋
的
で
、
ご

く
普
通
で
す
が
、
こ
う
い
う
お
店
は

肩
肘
張
ら
な
い
方
が
い
い
と
思
う
の

で
、
こ
れ
で
十
分
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ラ
ン
チ
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
ロ
ー

ス
カ
ツ
定
食
Ｍ
サ
イ
ズ
８
５
０
円

（
消
費
税
別
）
で
す
。こ
の
値
段
か
ら

す
れ
ば
十
分
な
味
で
し
ょ
う
。
地
元

の
人
が
気
楽
に
利
用
す
る
に
は
知
っ

て
い
て
損
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
』

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
城
北

の
サ
ッ
カ
ー
部
が
全
国
大

会
や
国
体
の
常
連
で
あ
っ

た
こ
ろ
の
こ
と
を
ご
存
知

だ
ろ
う
か
。塩
澤
氏
が
在

学
し
て
い
た
昭
和　

年
３０

代
半
ば
は
毎
年
の
よ
う

に
出
場
し
て
い
る
。
昭
和

　

年
の
熊
本
国
体
で
は
、

３５優
勝
し
た
秋
田
商
業
に

は
敗
れ
た
も
の
の
塩
澤
氏

は
エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
。そ
し
て
、そ
の
年
、
東

京
都
の
優
秀
選
手
の
ひ
と
り
に
も

選
ば
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
取
材
に
同
行
し
て
く
れ

た
同
じ
く　

回
生
の
安
田
正
昭

１３

氏
も
サ
ッ
カ
ー
部
。２
人
の
会
話
を

聞
い
て
い
る
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

し
ま
い
ま
る
で
実
況
放
送
を
聞
い

て
い
る
よ
う
だ
。
当
時
の
西
宮
競

技
場
近
く
の
「
竹
園
旅
館
」
が
城

北
サ
ッ
カ
ー
部
の
定
宿
で
あ
っ
た
そ

う
だ
。
そ
の
旅
館
は
今
で
は
巨
人

や
中
日
の
定
宿
と
な
って
い
る
。

　

ラ
ン
チ
は　

‥

　

〜　

‥

１２

００

１４

　

、夜
の
部
の
最
終
オ
ー
ダ
ー
は　

３０

１１

‥

　

。
水
曜
日
定
休
。
東
京
都

３０
世
田
谷
区
南
烏
山
５
丁
目　

―
１７

　
　

電
話
０
３
―
３
３
０
９
―

１１９
２
７
３取

材
・
写
真
／
石
川
雅
弥

▲左がオーナーの塩澤氏、中央は同級の安田
氏、右は筆者


